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6Gの実現に向けて「IOWN」や「NTN」などの技術開発が進んでいます

Vol.66

「光電融合」技術を核とする次世代通信基盤
 移動通信システムは、現在普及が進んでいる

「5G」から次世代規格「6G（Beyond 5G）」の実
現に向けてさらなる機能拡張が進んでいます。

 6Gを具現化する要素技術として注目されるのが、
NTTが開発する次世代光通信基盤「IOWN（アイ
オン）」です。これまでサーバー内や半導体内の信
号のやり取りは主に電気信号を用いており、電力
の消耗や遅延が課題でした。しかし、IOWNのコア
技術である「光電融合」を用いることで、この電子
処理を電気信号から光信号に置き換えられ、高
速・大容量・高品質でのデータ通信が可能になりま
す。加えて、電力効率が大幅に改善することから、
消費電力の抑制効果も期待できます。

 NTTは現在、米国・韓国企業等と連携し、光電融
合に必要な光半導体などのデータ基盤技術の確
立に向けて動いており、2028年度までに世界標
準化の実現を目指しています。経済産業省が光電
融合の技術開発に452億円の補助を行うことを
決定しており、光半導体の実用化に向けて進展が
見込まれます。5G普及で世界的に出遅れたNTT
にとって、IOWNはグローバル企業との開発競争
で巻き返しのチャンスとなりそうです。

 また、「NTN（非陸上ネットワーク）」技術も、地理的
な制約を受けずに広範囲の通信を可能にする次
世代ネットワークとして注目されています。

 NTNは、離島、山間部や海上など地上系ネット
ワークの弱点を克服すると同時に、地上の災害の
影響を受けることなく、空・海・宇宙を含むあらゆ
る場所での通信を可能にします。加えて、太陽光
発電による自立可能なネットワークであることか
ら、脱炭素にも優れています。

 世界のデータ通信量の増加により、低消費電力・
脱炭素による通信網の確立は急務となっています。
6Gの要素技術に関連する、優れた技術力・サービ
ス創出力を持つ企業にとっては、長期的な成長の
エンジンとなることが期待されます。

6Gの通信エリアは空・海・宇宙へ拡大

NTNとは、地上の基地局や海上の船舶、高高度の無人
飛行機、宇宙に配置した通信衛星を多層的に繋げたネッ
トワークで、成層圏や宇宙空間に構成される
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